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は
じ
め
に

　

紀
伊
国
有
田
郡
宮
原
組
の
東
村
（
現
和
歌
山
県
有
田
市
宮
原
町

東
）
と
い
う
小
さ
な
山
村
に
、
下
津
善
右
衛
門
と
い
う
無
名
の
百

姓
が
い
た
。
文
化
九
年
（
一
八
一
二
）
に
生
ま
れ
、
幕
末
維
新
を

経
て
明
治
八
年
（
一
八
七
五
）
に
こ
の
世
を
去
っ
た
、
こ
の
善
右

衛
門
が
本
稿
の
主
人
公
で
あ
る
。

　
ま
ず
は
東
村
と
下
津
家
に
つ
い
て
概
説
し
て
お
こ
う
。

　
善
右
衛
門
の
居
住
し
た
有
田
郡
宮
原
組
東
村
は
有
田
川
の
右
岸
、

有
田
市
北
部
に
ま
た
が
る
山
並
み
の
斜
面
に
位
置
す
る
山
村
で
あ

る
。
天
保
十
年（
一
八
三
九
）に
完
成
し
た
紀
州
藩
の
官
選
地
誌『
紀

伊
続
風
土
記
』
に
よ
れ
ば
、
村
高
は
三
七
七
石
余
り
で
、
五
九
軒
・

二
六
八
人
か
ら
構
成
さ
れ
る
、
有
田
郡
内
で
も
比
較
的
小
さ
な
村

で
、
い
わ
ゆ
る
郷
士
身
分
た
る
地
士
も
居
住
し
て
い
な
い（

１
）。

　

こ
う
し
た
東
村
の
運
営
に
下
津
家
は
関
与
し
て
い
な
か
っ
た
模

様
で
あ
る
。
下
津
家
は
庄
屋
な
ど
の
村
役
人
の
み
な
ら
ず
、
大
庄

屋
な
ど
の
地
方
役
人
な
ど
も
つ
と
め
た
家
柄
で
は
な
い
。
ま
た
、

民
政
を
管
掌
し
て
い
た
有
田
郡
の
代
官
所
に
出
入
り
し
て
い
た
形

跡
も
見
ら
れ
な
い
。

　

こ
こ
で
、
百
姓
身
分
と
し
て
の
下
津
家
の
経
営
規
模
を
、
耕
作

田
畑
か
ら
確
認
し
て
お
こ
う
。
善
右
衛
門
が
死
亡
し
た
直
後
の
明

治
九
年
（
一
八
七
六
）
の
数
字
に
な
る
が
、
下
津
家
の
所
有
す
る

耕
作
田
畑
は
九
反
余
り
で
あ
っ
た（

２
）。

江
戸
時
代
に
お
い
て
も
こ
の

数
字
と
大
き
な
異
同
が
な
い
と
す
れ
ば
、
下
津
家
は
富
農
と
ま
で

は
い
か
な
い
け
れ
ど
も
、
中
農
上
層
だ
っ
た
と
い
え
る
。

　

有
田
市
郷
土
資
料
館
に
は
、
善
右
衛
門
の
代
以
降
い
ま
も
変

わ
ら
ず
東
地
区
に
居
住
さ
れ
て
い
る
御
子
孫
か
ら
寄
託
さ
れ
た

下
津
善
右
衛
門
の
幕
末
維
新

　
　
―
御
山
方
御
用
か
ら
勢
州
領
田
丸
詰
へ
―

平
良
　
聡
弘
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「
下
津
家
文
書
」
が
蔵
さ
れ
て
い
る
。
善
右
衛
門
と
そ
の
父
善
次

（
一
七
七
五
～
一
八
三
三
）
の
二
代
に
わ
た
る
史
料
が
中
心
に
収
め

ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

本
稿
で
は
、
こ
の
下
津
家
文
書
を
用
い
善
右
衛
門
の
履
歴
を
復

元
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
紀
州
有
田
の
一
介
の
百
姓
の
世
界
か
ら

幕
末
維
新
と
い
う
時
代
を
考
え
て
み
た
い
。

第
一
章　
「
在
御
山
方
」
と
し
て

　
下
津
家
は
善
次
・
善
右
衛
門
の
二
代
に
わ
た
り
、
享
和
四
年
（
文

化
改
元
、
一
八
〇
四
）
か
ら
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
に
い
た
る

ま
で
御
山
方
御
用
を
つ
と
め
て
い
る
。
御
山
方
御
用
と
は
、
御
山

方
と
い
う
紀
州
藩
の
役
職
と
し
て
果
た
す
べ
き
役
儀
の
こ
と
で
あ

る
。
つ
ま
り
、
善
次
・
善
右
衛
門
の
父
子
は
百
姓
身
分
に
あ
り
な

が
ら
、
御
山
方
を
通
じ
紀
州
藩
の
支
配
機
構
に
も
身
を
置
い
て
い

た
の
で
あ
る
。

　

御
山
方
御
用
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
が
、
明
治

中
期
に
編
纂
さ
れ
た
紀
州
藩
史
の
『
南
紀
徳
川
史
』
に
「
山
方
勤
」

と
し
て
次
の
よ
う
な
説
明
が
付
さ
れ
て
い
る（

３
）。

山
方
勤
と
は
猪
鹿
御
狩
猟
の
事
に
任
ず
、
御
猟
場
の
御
教
導
、

銃
手
の
配
置
、
勢
子
狩
出
し
、
狗
入
れ
等
巧
者
に
て
、
炮
術

鍛
錬
の
者
命
ぜ
ら
る
、
概
ね
大
御
番
・
諸
小
普
請
等
よ
り
加

役
す
、
内
肝
煎
両
人
程
あ
り
、
近
世
山
田
八
九
郎
は
有
名
な

る
山
方
に
て
、
炮
術
の
妙
比
類
な
く
、
猪
鹿
の
頭
尾
前
後
足

等
指
命
の
儘
に
狙
撃
し
て
百
発
百
中
、
寸
分
を
誤
ら
す
、
而

か
も
腰
だ
め
也
し
と
人
皆
驚
嘆
喧
伝
せ
り
、
子
孫
数
世
職
を

襲
く

　

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
山
で
の
「
猪
鹿
御
狩
猟
」
に
関
す
る
役
儀
と

い
う
性
格
上
、「
炮
術
鍛
錬
の
者
」（
鉄
砲
の
手
練
れ
）
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
、
定
員
は
不
明
だ
が
二
人
ほ
ど
の
肝
煎
が

置
か
れ
て
い
た
こ
と
、「
有
名
な
る
山
方
」
に
山
田
八
九
郎（

４
）な

る
人

物
が
お
り
、
そ
の
子
孫
も
御
山
方
御
用
を
継
い
で
い
る
こ
と
な
ど

が
わ
か
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
御
山
方
御
用
の
内
実
を
示
す
史
料
が
ほ
か
に

な
い
こ
と
も
あ
っ
て
か
、
そ
の
詳
細
は
不
明
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

鷹
場
の
管
理
を
担
う
鳥
見
役
の
配
下
と
扱
わ
れ
た
り
、
留
山
管
理

や
山
稼
ぎ
を
管
掌
す
る
山
廻
り
（
代
官
支
配
）
と
混
同
さ
れ
た
り
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し
て
不
正
確
な
記
載
も
多
い（

５
）。

　

こ
れ
に
対
し
、
下
津
家
文
書
に
は
御
山
方
御
用
関
連
の
文
書
類

二
五
点
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
管
見
の
か
ぎ
り
、
同
類
の
史
料
が

こ
れ
ほ
ど
揃
っ
て
い
る
文
書
群
は
な
く
、
御
山
方
御
用
の
内
実
を

明
ら
か
に
し
て
く
れ
る
重
要
な
史
料
群
と
い
え
る
。

　
【
表
】
は
上
記
二
五
点
の
御
山
方
御
用
関
連
文
書
類
を
年
代
順
に

並
べ
た
も
の
で
あ
る
（
本
稿
中
で
【
表
】
に
掲
載
し
て
い
る
文
書

類
を
利
用
す
る
場
合
、
わ
ざ
わ
ざ
注
記
す
る
こ
と
は
避
け
、【
表
】

中
の
№
を
本
文
中
に
示
す
こ
と
と
す
る
）。
紙
幅
の
関
係
上
、
詳
細

は
別
稿
を
期
す
と
し
て
、
こ
こ
で
は
【
表
】
に
掲
出
し
た
文
書
類

や
そ
の
他
の
史
料
か
ら
御
山
方
に
つ
い
て
判
明
し
た
点
を
列
記
す

る
に
と
ど
め
て
お
く
。

　
　
①
御
山
方
の
職
制

　
御
山
方
御
用
は
、
和
歌
山
城
下
に
詰
め
る
士
分
が
つ
と
め
る
「
御

山
方
」
と
、
在
地
の
百
姓
身
分
が
担
う
「
在
御
山
方
」
か
ら
成
る
。

「
御
山
方
」
は
定
員
七
人
で
、
う
ち
二
～
三
人
が
肝
煎
に
選
出
さ
れ
、

ほ
か
は
町
御
山
方
と
も
称
さ
れ
て
い
た
。
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）

の
家
中
構
成
を
示
す
「
文
久
元
紀
士
鑑
」
に
よ
れ
ば（

６
）、「

御
山
方
」

の
メ
ン
バ
ー
は
御
目
見
以
下
の
下
級
藩
士
だ
が
、
個
別
に
独
礼
扱

い
と
さ
れ
て
い
る
。
席
順
は
御
犬
牽
頭
と
御
徒
組
頭
の
間
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
対
し
、「
在
御
山
方
」
に
は
常
役
と
加
役
が
あ
り
、
有
田

郡
の
場
合
、
両
役
合
わ
せ
て
七
人
任
命
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
在

御
山
方
」
は
全
郡
に
設
け
ら
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
那
賀
・

名
草
・
海
士
・
有
田
・
日
高
の
五
郡
の
み
で
、
有
田
以
外
の
具
体

的
な
人
数
は
不
明
だ
が
、
お
そ
ら
く
は
各
郡
七
人
前
後
で
あ
ろ
う
。

　

御
山
方
は
用
人
の
支
配
を
受
け
て
お
り
、
職
制
系
統
は
家
老
―

用
人
―
「
御
山
方
」
―
「
在
御
山
方
」
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
本

稿
で
は
、「
御
山
方
」「
在
御
山
方
」
両
者
を
合
わ
せ
総
称
と
し
て
、

あ
る
い
は
御
用
一
般
と
し
て
用
い
る
場
合
、
カ
ギ
括
弧
を
は
ず
し

御
山
方
（
御
用
）
と
呼
ぶ
こ
と
と
す
る
。

　
　
②
御
山
方
の
ス
キ
ル

　
「
文
久
元
紀
士
鑑
」
に
よ
れ
ば
、
文
久
三
年
当
時
「
御
山
方
」
を

つ
と
め
て
い
た
の
は
、石
井
十
左
衛
門（
小
普
請
）、山
田
八
九
郎（
新

番
）、
大
河
内
政
助
（
小
普
請
）、
竹
田
六
兵
衛
（
小
普
請
）、
森
藤

磯
右
衛
門
（
小
普
請
）、
松
島
友
蔵
（
大
番
）、
山
田
兵
助
（
大
番
）

の
七
人
で
あ
っ
た
。
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【表】下津家文書の御山方御用関係文書類
№ 年紀 西暦 表題 作成者 形態 資料番号 備考
1 享和四稔正月吉日 1804 御山方御用留 東村　善次 横帳 13
2 文化元年子ノ歳 1804 御山方御用出勤日記幷御用留 宮原組東邑　下津善次 竪帳 12
3 文化三寅正月吉祥日 1806 御山方御用出勤宿控 下津善次 横帳 30 丁外れ
4 文化六巳正月吉祥日 1809 御用宿之控日記 横帳 18 破損大
5 文化十酉歳正月吉祥日 1813 御山方御用出勤伝馬等日記 下津善次 横帳 11
6 文化十一甲戌正月吉祥日 1814 御山方御用出勤日記 下津善次 横帳 30 丁外れ、破損大
7 文政四年巳正月吉日 1821 御用出勤宿伝馬覚帳 有田郡宮原組東村　下津善次 横帳 25
8 文政八年酉正月吉日 1825 御用出勤帳 有田郡宮原組　下津善次 横半帳 14
9 文政十年亥正月吉日 1827 御用出勤帳 有田郡宮原組　下津善次 横半帳 22
10 天保五年巳午正月吉日 1834 御用出勤帳宿伝馬覚帳 有田郡宮原組東邑　下津善右衛門 横半帳 24
11 天保七年申正月吉日 1836 御用出勤帳 有田郡宮原組東村　下津善右衛門 横半帳 23
12 天保九年戌正月吉日 1838 御山方御用覚帳 有田郡宮原組　下津善右衛門 横半帳 10
13 天保十一子正月吉日 1840 御山方御用 横半帳 6
14 天保十三歳寅正月吉日 1842 御山方御用 有田郡宮原組東村　下津善右衛門 横半帳 7
15 天保十四年卯正月吉日 1843 御用出勤帳 有田郡宮原組　下津善右衛門 横半帳 15
16 天保十五辰正月吉日 1844 御用出勤帳 有田郡宮原組東村　下津善右衛門 横半帳 21
17 嘉永二酉正月日 1849 御用帳 宮原組　下津氏 横半帳 17
18 嘉永三戌正月吉日 1850 御用帳 有田郡宮原組東村　御山方下津善右衛門 横半帳 30 丁外れ、破損大
19 嘉永六年丑正月吉日 1853 御山方御用 有田郡宮原組　下津善右衛門 横半帳 4
20 安政二卯正月吉日 1855 御山方御用 有田郡宮原組東村　下津善右衛門　源政義 横半帳 8 破損大
21 安政四年巳正月吉日 1857 御山方御用 下津氏 横半帳 5
22 万延二酉正月日 1861 御用帳 下津氏 横半帳 2
23 万延二酉二月 1861 御山方御用山狩取覚帳 横半帳 9
24 慶応四年 1868 御用帳 為義 横半帳 3 破損大
25 明治二年巳正月吉日 1869 御用帳 下津氏為義 横半帳 16

備考）
・資料番号：有田市郷土資料館による整理番号を指す。
・資料番号 30：有田市郷土資料館による整理では「断簡一件」と一括されている。
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23 万延二酉二月 1861 御山方御用山狩取覚帳 横半帳 9
24 慶応四年 1868 御用帳 為義 横半帳 3 破損大
25 明治二年巳正月吉日 1869 御用帳 下津氏為義 横半帳 16

備考）
・資料番号：有田市郷土資料館による整理番号を指す。
・資料番号 30：有田市郷土資料館による整理では「断簡一件」と一括されている。
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試
み
に
、
本
館
所
蔵
に
な
る
「
紀
州
家
中
系
譜
並
に
親
類
書
書

上
げ
」
で
「
御
山
方
」
就
任
者
を
探
し
て
み
る
と
、
上
記
の
七
家

に
上
山
家
・
本
島
家
を
加
え
た
九
家
に
限
定
さ
れ
る
。
お
そ
ら
く
、

こ
の
九
家
の
な
か
か
ら
七
名
が
選
出
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
、
こ
れ
ら
各
家
の
「
系
譜
」
を
確
認
す
る
と
、
代
々
「
鉄

炮
年
来
精
出
」「
炮
術
年
来
精
出
」
と
い
っ
た
記
事
が
頻
繁
に
見
ら

れ
る（

７
）。

　

先
述
し
た
と
お
り
、
御
山
方
御
用
に
「
炮
術
鍛
錬
」
が
も
と
め

ら
れ
た
こ
と
は
『
南
紀
徳
川
史
』
で
も
記
載
さ
れ
て
い
た
が
、
こ

の
点
は「
系
譜
」で
裏
付
け
ら
れ
よ
う
。
そ
し
て
そ
れ
は「
在
御
山
方
」

も
同
様
で
あ
っ
た
。
御
山
方
御
用
に
関
し
て
善
次
が
書
き
起
こ
し
、

善
右
衛
門
が
書
き
継
い
だ
覚
え
書
き
で
あ
る
「
御
山
方
御
用
出
勤

日
記
幷
御
用
留
」（
№
２
）
に
は
、
次
の
よ
う
な
願
書
が
写
し
取
ら

れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
乍
恐
内
存
奉
願
上
候
口
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
在
御
山
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
津
善
次

　
　
一
、
私
悴
同
苗
善
右
衛
門
ト
申
者
、
当
年
十
九
才
ニ
罷
成
、

　
　
　
兼
〻
鉄
炮
も
心
掛
ケ
罷
有
、
達
者
成
者
ニ
御
座
候
間
、
何

　
　
　
卒
在
御
山
方
見
習
ニ
被
為
仰
付
被
下
候
様
仕
度
奉
存
候
、

　
　
　
依
之
奉
願
上
候
、
已
上

　
　
右
之
通
り
見
習
書
付
認
、
御
山
方
頭
取
衆
へ
指
出
し
申
候

　
天
保
元
年
（
一
八
三
〇
）、
善
次
が
息
子
の
善
右
衛
門
に
「
在
御

山
方
見
習
」
を
仰
せ
つ
け
て
ほ
し
い
と
「
御
山
方
頭
取
衆
」（
肝
煎
）

へ
願
い
出
た
論
理
に
注
目
し
た
い
。
息
子
が
「
兼
〻
鉄
炮
も
心
掛

ケ
罷
有
、
達
者
成
者
ニ
御
座
候
」
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、

百
姓
身
分
が
つ
と
め
る
「
在
御
山
方
」
で
あ
っ
て
も
、
鉄
砲
を
う

ま
く
あ
つ
か
う
こ
と
の
で
き
る
高
度
な
専
門
性
が
も
と
め
ら
れ
て

い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
　
③
御
山
方
御
用
の
役
儀

　

ま
ず
、
農
閑
期
の
十
月
か
ら
三
月
に
か
け
て
実
施
さ
れ
る
、
藩

主
や
隠
居
の
「
御
成
山
」
へ
の
随
行
が
挙
げ
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

那
賀
・
名
草
・
海
士
・
有
田
・
日
高
五
郡
に
設
け
ら
れ
た
「
御
山
場
」

で
の
狩
猟
で
あ
り
、
史
料
上
「
猪
鹿
兎
矢
付
御
用
」「
熊
捉
（
取
）

御
用
」「
御
犬
取
飼
御
用
」
な
ど
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
「
御
山
場
」

が
ど
こ
に
設
定
さ
れ
て
い
た
の
か
史
料
上
確
認
で
き
な
い
の
だ
が
、

善
次
・
善
右
衛
門
が
こ
の
御
用
で
ま
わ
っ
た
村
や
浦
を
書
き
留
め
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て
お
り
、
大
体
の
傾
向
は
把
握
し
う
る
。
以
下
、
郡
別
に
列
記
し

て
お
こ
う
（
那
賀
郡
に
は
出
向
い
て
い
な
い
）。

名
草
郡
：
善
明
寺
村
、
園
部
村
、
滝
畑
村
（
現
和
歌
山
市
）
な
ど

海
士
郡
：
大
川
浦
、
深
山
村
、
貴
志
中
村
、
貴
志
平
井
村
、

　
　
　
　
貴
志
向
村
、
本
脇
村
、
磯
脇
村
、
楫
取
村
、
紀
三

　
　
　
　
井
寺
村
（
現
和
歌
山
市
）、
別
所
村
、
東
畑
村
、
小

　
　
　
　
野
田
村
、上
谷
村
、冷
水
村
、橘
本
村
、鳥
居
浦
（
現

　
　
　
　
海
南
市
）、
福
井
村
、
下
佐
々
村
（
現
紀
美
野
町
）
な
ど

有
田
郡
：
東
村
（
現
有
田
市
）、
西
ヶ
峰
村
、
小
川
村
、
久
野
原
村
、

　
　
　
　
三
田
村
、
糸
川
村
、
二
川
村
、
六
川
村
、
修
理
川
村
、

　
　
　
　
船
坂
村
（
現
有
田
川
町
）
な
ど

日
高
郡
：
本
脇
村
（
現
美
浜
町
）、
寺
杣
村
、
平
川
村
、
弥
谷

　
　
　
　
村
、
船
津
村
、
老
星
村
、
三
佐
村
、
下
湯
川
村
（
現

　
　
　
　
日
高
川
町
）、
伊
奈
浦
（
現
由
良
町
）、
湯
本
村
（
現

　
　
　
　
龍
神
村
）
な
ど

　
つ
ぎ
に
、
地
方
の
村
か
ら
願
い
出
が
あ
れ
ば
「
在
中
打
減
」（
害

獣
駆
除
）
に
あ
た
っ
て
い
る
。
基
本
的
に
対
象
と
な
る
の
は
、
猪
・

鹿
・
兎
や
「
四
鳥
」（
鳶
・
雁
・
鵜
・
鴎
）、
野
犬
・
熊
な
ど
で
あ
っ
た
。

「
御
山
場
」
に
指
定
さ
れ
た
範
囲
内
に
あ
る
村
に
お
い
て
は
農
作
物

に
害
獣
被
害
が
生
じ
て
も
、
鉄
砲
な
ど
を
用
い
て
自
力
で
追
い
払
っ

た
り
殺
傷
し
た
り
す
る
こ
と
が
禁
じ
ら
れ
て
お
り
、
村
民
は
村
を

通
じ
て
御
山
方
へ
害
獣
駆
除
を
願
い
出
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ

の
願
い
出
を
受
け
た
御
山
方
が
現
地
を
見
分
、
適
切
な
「
在
中
打

減
」
を
実
施
し
た
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
万
延
二
年
（
文
久
改
元
、

一
八
六
一
）
主
に
日
高
郡
で
お
こ
な
っ
た
「
山
狩
取
」
で
は
、
善

右
衛
門
ら
御
山
方
は
大
鹿
一
頭
、
熊
一
頭
、
雉
子
五
羽
、
兎
五
一
羽
、

狸
一
匹
を
打
ち
殺
し
て
い
る
（
№
23
）。
ま
た
、
こ
の
「
在
中
打
減
」

に
関
し
て
、
御
山
方
以
外
に
よ
る
発
砲
や
殺
生
が
お
こ
な
わ
れ
て

い
な
い
か
巡
回
し
、
そ
の
取
締
に
も
あ
た
っ
て
い
る
。

　

第
三
に
、
全
国
的
に
海
防
が
大
き
な
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
た
嘉

永
・
安
政
・
万
延
期
（
一
八
四
八
～
六
一
）
な
ら
で
は
の
新
た
な

御
用
で
あ
る
。
こ
の
時
期
、
紀
州
藩
で
も
地
士
・
帯
刀
人
の
鉄
砲

稽
古
が
頻
繁
に
お
こ
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
に
関
し
、

稽
古
場
の
提
供
や
後
処
理
（
掃
除
）、
発
砲
マ
ナ
ー
の
監
督
な
ど
を

御
山
方
が
担
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
紀
州
藩
の
主
催
す
る
、
よ
り

大
規
模
な
「
御
調
練
」「
山
追
取
狩
」（
追
鳥
狩
）
に
も
御
山
方
は

動
員
さ
れ
、
鉄
砲
の
腕
前
を
披
露
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
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以
上
の
よ
う
な
御
山
方
の
役
儀
を
下
津
家
は
二
代
に
わ
た
っ
て

六
〇
年
余
り
の
間
つ
と
め
あ
げ
て
い
っ
た
。
善
次
は
享
和
四
年

（
一
八
〇
四
）
の
正
月
、「
在
御
山
方
」
の
加
役
（
定
日
月
八
日
二

人
扶
持
）
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
文
政
七
年
（
一
八
二
四
）
四
月
に

は
常
役
並
（
常
一
人
扶
持
）
に
昇
進
す
る
。

　
い
っ
ぽ
う
、
父
の
斡
旋
も
手
伝
っ
て
、
天
保
元
年
（
一
八
三
〇
）

見
習
か
ら
歩
み
は
じ
め
た
善
右
衛
門
は
、
父
の
死
に
と
も
な
い
天

保
四
年
（
一
八
三
三
）「
在
御
山
方
」
の
加
役
（
定
日
十
三
日
二
人

扶
持
）
と
な
っ
た
。
そ
れ
以
降
、
常
役
並
へ
の
昇
進
を
何
度
も
願

い
出
る
が
却
下
さ
れ
つ
づ
け
、
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
四
月
や
っ

と
の
こ
と
で
心
願
成
就
。
常
役
並
（
常
一
人
扶
持
）
と
な
り
、
よ

う
や
く
父
と
肩
を
並
べ
る
こ
と
が
で
き
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
し
て
、

維
新
期
の
藩
政
改
革
に
よ
っ
て
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
三
月
御

山
方
が
廃
止
さ
れ
る
ま
で
（
お
そ
ら
く
は
領
域
支
配
の
「
民
政
」

に
よ
る
一
元
化
の
た
め
）、
善
右
衛
門
は
そ
の
役
儀
を
ま
っ
と
う
し

て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

第
二
章　
勢
州
領
田
丸
詰
の
体
験

　
　
第
一
節　
「
御
山
方
御
用
出
勤
日
記
幷
御
用
留
」
よ
り

　

時
代
は
幕
末
に
入
り
、
京
都
を
中
心
に
政
局
が
目
ま
ぐ
る
し
く

変
転
し
は
じ
め
る
。
百
姓
と
し
て
、ま
た「
在
御
山
方
」と
し
て
日
々

そ
の
役
儀
を
こ
な
し
て
き
た
で
あ
ろ
う
、
紀
州
有
田
の
善
右
衛
門

に
も
そ
の
波
が
直
接
的
・
物
理
的
に
襲
い
か
か
る
の
は
、
文
久
三

年
（
一
八
六
三
）
以
降
で
あ
る
。
中
央
政
局
に
か
ら
む
事
件
に
よ
っ

て
、
善
右
衛
門
の
役
儀
の
世
界
が
大
き
な
影
響
を
こ
う
む
る
こ
と

に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

ま
ず
は
そ
の
辺
り
の
様
相
を
「
御
山
方
御
用
出
勤
日
記
幷
御
用

留
」（
№
２
）
で
確
認
し
て
お
こ
う
。
前
章
で
も
述
べ
た
と
お
り
、

本
史
料
は
善
次
・
善
右
衛
門
の
父
子
二
代
に
わ
た
る
「
在
御
山
方
」

と
し
て
の
履
歴
が
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
だ
が
、
と
く
に
文
久
三
年

以
降
の
記
事
に
は
、「
在
御
山
方
」
の
こ
れ
ま
で
の
日
常
と
は
異
な

る
、
政
治
的
・
軍
事
的
趣
向
が
現
れ
て
く
る
。
そ
の
初
見
箇
所
を

引
用
し
て
お
く
。
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一
、
銀
八
匁

勢
州
田
丸
御
城
詰
之
節
、
浪
士
義
ニ
付
、
亥
八
月
ゟ
十
一

月
迄
田
丸
巴
屋
宇
兵
衛
宅
ニ
而

若
山
中
嶋
吉
兵
衛
共
、
久
野
丹
波
守
殿
附
属
被　

仰
付
罷

越
、
御
酒
料
八
匁
被
下
候
、
勢
州
出
戦
之
節
、
金
三
歩
渡

金
被
下
之
候
、
鉄
炮
・
玉
薬
・
火
砲
・
ぐ（

具
　
足
）

そ
く
壱
具
ツ
ヽ

在
御
山
方
廿
人
・
若
山
弐
人
罷
越
、
慥（

柄
脱
）組

御
代（

台
）場

弐
ヶ
所

見
分
、
を（

鸚
鵡
）

う
む
石
・
太
神
宮
様
・
あ（

朝
熊
）

さ
ま
山
所
〻
名
所
拝

見
候
、
都
合
人
数
五
十
人
余
、
長
持
七
さ（

棹
）を

、
伝
馬
か（

駕
籠
）ご

三
十
丁
相
添
、
上
海
道
筋
ゟ
入
込

　

す
な
わ
ち
、
亥
の
年
に
あ
た
る
文
久
三
年
の
八
月
か
ら
十
一
月

に
か
け
て
、
善
右
衛
門
は
「
浪
士
義
」
に
と
も
な
い
伊
勢
国
の
田

丸
城
（
現
三
重
県
度
会
郡
玉
城
町
）
へ
詰
め
る
こ
と
に
な
り
、
そ

の
任
命
時
に
「
酒
料
」
と
し
て
銀
八
匁
、「
勢
州
出
戦
」
の
際
に
は

金
三
歩
が
下
さ
れ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

紀
州
藩
は
、
紀
伊
国
に
約
三
七
万
石
、
そ
し
て
伊
勢
国
に
お
よ

そ
一
八
万
石
、
合
わ
せ
て
五
五
万
石
余
り
を
領
し
て
い
た
。
伊
勢

国
内
に
は
松
坂
・
白
子
・
田
丸
の
三
領
を
有
し
て
お
り
、
こ
れ
ら

は
総
じ
て
「
勢
州
領
」
あ
る
い
は
「
勢
州
三
領
」
と
呼
ば
れ
た
。

こ
の
う
ち
、
田
丸
城
主
と
し
て
一
万
石
を
宛
が
わ
れ
て
い
た
の
が

紀
州
藩
の
家
老
を
つ
と
め
る
家
柄
の
久
野
家
で
あ
り
、
田
丸
領

六
万
石
を
も
あ
わ
せ
て
管
理
し
て
い
た
。
こ
の
田
丸
と
い
う
地
は
、

伊
勢
本
街
道
（
初
瀬
街
道
）・
熊
野
街
道
・
和
歌
山
別
街
道
・
ま
つ

さ
か
道
が
合
流
し
伊
勢
神
宮
へ
と
つ
な
が
る
交
通
の
要
衝
で
も
あ

り
、
街
道
沿
い
に
は
旅
籠
が
軒
を
並
べ
、
宿
場
町
と
し
て
も
賑
わ

い
を
見
せ
て
い
た
。

　

文
中
の
久
野
丹
波
守
は
、
当
時
の
久
野
家
当
主
で
家
老
と
し
て

紀
州
藩
政
の
中
枢
に
あ
っ
た
純
固
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
久
野
丹

波
守
（
純
固
）
の
「
附
属
」
と
し
て
和
歌
山
城
下
の
物
頭
中
島
吉

兵
衛
が
命
ぜ
ら
れ
た
際
、
ど
う
や
ら
「
御
山
方
」
よ
り
二
人
、
お

よ
び
「
在
御
山
方
」
か
ら
善
右
衛
門
を
含
む
二
〇
人
、
計
二
二
人

が
中
島
差
配
の
も
と
田
丸
へ
詰
め
る
こ
と
に
な
っ
た
ら
し
い
。
御

山
方
の
約
半
数
が
勢
州
領
の
田
丸
へ
出
張
り
軍
務
を
担
う
こ
と
に

な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
総
勢
は
五
〇
人
余
り
で
、
鉄
砲
・
大
砲
・
弾
薬
・
具
足
な

ど
の
武
具
は
自
弁
、
長
持
七
棹
と
伝
馬
駕
籠
三
〇
丁
が
添
え
ら
れ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、
こ
の
一
隊
の
宿
所
が
、
田

丸
城
か
ら
東
へ
走
る
伊
勢
本
街
道
沿
い
の
板
屋
町
（
田
丸
城
か
ら
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一
五
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
）で
営
業
し
て
い
た
大
手
の
旅
籠
屋「
巴
屋
」

で
あ
っ
た
。

　

な
お
、
田
丸
詰
の
間
に
善
右
衛
門
ら
は
、
久
野
純
固
が
海
防
の

た
め
整
備
し
た
台
場
の
う
ち
、
慥
柄
浦
（
現
度
会
郡
南
伊
勢
町
）

に
築
か
れ
た
台
場
を
二
ヶ
所
見
分
し
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
際
、

鸚
鵡
岩
（
現
志
摩
市
）・伊
勢
神
宮・朝
熊
山
（
鳥
羽
市
）
な
ど
の
「
名

所
拝
見
」
を
お
こ
な
っ
て
い
た
こ
と
も
特
記
さ
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、「
御
山
方
御
用
出
勤
日
記
幷
御
用
留
」
中
、
こ

の
一
件
に
関
す
る
記
載
は
引
用
部
分
の
ほ
か
に
は
見
ら
れ
な
い
。

こ
の
箇
所
だ
け
で
は
、
善
右
衛
門
ら
御
山
方
が
田
丸
に
詰
め
る
き
っ

か
け
と
な
っ
た
「
浪
士
義
」
が
具
体
的
に
何
を
指
す
の
か
明
ら
か

で
は
な
い
。
ま
た
、
か
れ
ら
が
ど
の
よ
う
な
軍
事
行
動
を
と
っ
て

い
た
の
か
も
定
か
で
な
い
。
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
節
を
改
め
て

検
討
し
た
い
。

　
　
第
二
節　
「
浪
士
義
」
追
討
の
後
詰

　
ま
ず
は
次
の
史
料
を
見
て
み
よ
う（

８
）。

　
　
　
押
之
兵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
先
手
物
頭　
中
島
吉
兵
衛

　
　
右
総
勢
七
十
人
余
、
家
老
久
野
丹
波
守
手
勢
申
合
、
勢
州
田
丸

　
　
へ
出
張
致
し
候
事

　

文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
八
月
、
紀
州
藩
で
は
、
先
手
物
頭
の

中
島
吉
兵
衛
に
対
し
、
勢
州
田
丸
城
主
で
家
老
の
久
野
丹
波
守
（
純

固
）
の
手
勢
と
申
し
合
わ
せ
て
田
丸
へ
出
張
る
よ
う
命
じ
、
七
〇

人
余
り
か
ら
な
る
一
手
が
編
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
総
勢
数
の
異

同
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
こ
れ
は
ま
さ
に
、
前
節
で
引
用
し
た
「
御

山
方
御
用
出
勤
日
記
幷
御
用
留
」
の
記
述
に
見
え
る
善
右
衛
門
ら

御
山
方
の
田
丸
詰
と
合
致
す
る
内
容
で
あ
る
。

　

で
は
、
中
島
の
も
と
で
一
手
が
編
成
さ
れ
、
田
丸
に
出
張
る
こ

と
に
な
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。
そ
れ
は
、
文
久
三
年
の
八
月
に
勃
発

し
た
天
誅
組
の
変
を
鎮
圧
す
る
た
め
の
軍
事
行
動
の
一
環
で
あ
っ

た
。「
御
山
方
御
用
出
勤
日
記
幷
御
用
留
」
中
の
「
浪
士
義
」
が
、

時
期
的
に
も
内
容
的
に
も
天
誅
組
の
変
を
指
し
て
い
る
こ
と
は
間

違
い
な
い
。
れ
っ
き
と
し
た
士
分
の
「
御
山
方
」
だ
け
で
な
く
、
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善
右
衛
門
ら
百
姓
身
分
の
「
在
御
山
方
」
ま
で
が
動
員
さ
れ
、
そ

の
後
詰
と
は
い
え
、
天
誅
組
の
鎮
撫
と
い
う
軍
事
行
動
の
一
翼
を

担
わ
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
天
誅
組
の
変
と
は
、
尊
王
攘
夷
が
京
都
政
局
を
席
巻
す
る
な
か
、

孝
明
天
皇
の
大
和
行
幸
を
機
に
尊
攘
激
派
の
「
天
誅
組
」
が
大
和

五
條
で
挙
兵
し
た
事
件
で
あ
る
。
八
月
十
三
日
、
攘
夷
親
征
祈
願

の
た
め
神
武
天
皇
陵
参
拝
の
詔
勅
が
出
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
そ

の
先
駆
け
た
ら
ん
と
し
て
吉
村
寅
太
郎
（
土
佐
）・
松
本
奎
堂
（
三

河
刈
谷
）・
藤
本
鉄
石
（
備
前
）
ら
浪
士
三
八
人
が
公
家
の
中
山
忠

光
を
擁
立
、
翌
十
四
日
大
和
に
向
け
京
都
を
出
立
し
た
。
こ
れ
が

い
わ
ゆ
る
天
誅
組
で
あ
る
。
一
行
は
道
中
同
志
を
糾
合
し
な
が
ら
、

十
七
日
に
は
幕
領
の
五
條
代
官
所
（
現
奈
良
県
五
條
市
）
を
襲
撃
、

代
官
鈴
木
源
内
（
正
信
）
の
首
を
刎
ね
、
代
官
所
に
火
を
放
つ
。

そ
し
て
桜
井
寺
に
本
陣
を
お
き
、
五
條
を
朝
廷
の
直
轄
地
と
す
る

旨
宣
言
、「
五
條
御
政
府
」
と
称
し
た
。

　

し
か
し
奇
し
く
も
、
文
久
三
年
八
月
十
八
日
の
政
変
で
形
勢
が

一
変
。
朝
議
に
影
響
力
を
有
し
て
い
た
長
州
藩
や
そ
れ
に
近
い
尊

攘
激
派
の
公
家・浪
士
が
京
都
か
ら
追
放
さ
れ
、
大
和
行
幸
も
中
止
。

挙
兵
の
大
義
名
分
を
失
っ
た
天
誅
組
は
「
暴
徒
」
と
な
る
。
天
誅

組
の
行
動
が
勅
命
に
よ
る
も
の
で
な
い
旨
が
布
告
さ
れ
た
二
十
日

以
降
、
大
和
郡
山
な
ど
大
和
八
藩
の
ほ
か
、
紀
州
・
彦
根
・
津
の

三
藩
へ
そ
の
追
討
が
命
ぜ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
天
誅
組
は
、
本
陣
を
天
辻
（
現
奈
良
県
五
條
市
大

塔
町
）
に
移
し
て
十
津
川
郷
（
現
奈
良
県
吉
野
郡
十
津
川
村
）
で

募
兵
、
二
十
六
日
総
勢
一
〇
〇
〇
人
余
り
を
も
っ
て
高
取
城
を
攻

撃
し
た
が
失
敗
。
九
月
に
入
り
追
討
が
本
格
化
し
た
こ
と
を
受
け
、

南
山
各
地
で
ゲ
リ
ラ
戦
を
展
開
す
る
も
、
十
四
日
に
は
天
辻
が
攻

略
さ
れ
た
た
め
、
十
津
川
へ
退
去
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。
そ
こ
で

体
勢
を
た
て
な
お
そ
う
と
す
る
が
、
十
六
日
に
は
頼
み
の
十
津
川

郷
士
が
離
反
、
十
津
川
郷
か
ら
の
立
ち
退
き
を
要
求
さ
れ
る
。
こ

の
事
態
を
受
け
て
天
誅
組
は
、
十
津
川
郷
を
南
下
し
笠
捨
山
を
東

に
伝
っ
て
北
山
郷
を
北
上
、
伯
母
ヶ
峰
を
越
え
伊
勢
へ
抜
け
て
起

死
回
生
を
は
か
ろ
う
と
す
る
が
、
二
十
四
日
鷲
家
口
（
現
吉
野
郡

東
吉
野
村
）
で
の
戦
闘
で
決
定
的
な
打
撃
を
受
け
、
主
要
メ
ン
バ
ー

は
戦
死
・
捕
縛
、
天
誅
組
は
こ
こ
に
事
実
上
壊
滅
し
た
。

　

こ
う
し
た
天
誅
組
の
動
向
は
、
追
討
を
命
ぜ
ら
れ
た
紀
州
藩
に

も
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。
天
誅
組
の
追

討
を
命
ぜ
ら
れ
た
紀
州
藩
は
、
橋
本
・
五
條
・
十
津
川
・
高
野
山
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へ
主
力
軍
を
出
兵
す
る
と
と
も
に
（
総
勢
二
五
〇
〇
人
ほ
ど
）、
津

田
楠
左
衛
門
（
正
臣
、
出
の
弟
、
の
ち
和
歌
山
県
権
令
）
と
北
畠

道
龍
（
和
歌
浦
法
福
寺
の
僧
侶
）
に
農
兵
隊
を
組
織
化
さ
せ
て
戦

闘
に
加
わ
ら
せ
た
（
約
三
八
〇
人
）。
ま
た
、
付
家
老
の
安
藤
・
水

野
両
氏
に
よ
る
自
領
警
備
（
田
辺
・
新
宮
）、
有
田
・
日
高
両
郡
お

よ
び
勢
州
領
の
大
和
国
境
界
で
の
警
備
強
化
な
ど
、
領
内
に
厳
戒

態
勢
を
敷
い
て
い
る
（
約
七
〇
〇
人（

９
））。

　

こ
の
う
ち
、
従
来
は
追
討
の
戦
闘
行
為
に
参
加
し
た
主
力
軍
や

農
兵
隊
の
動
向
ば
か
り
が
注
目
さ
れ
て
き
た
が（

（1
（

、
紀
州
藩
に
よ
る

領
内
警
備
の
様
相
に
つ
い
て
は
具
体
的
に
触
れ
ら
れ
る
こ
と
が
な

い
。

　
善
右
衛
門
は
こ
の
田
丸
詰
に
際
し
「
勢
州
田
丸
城
詰
中
記
」（
資

料
番
号
二
七
）
を
書
き
留
め
て
い
る
。
天
誅
組
の
動
静
、
こ
と
に

そ
の
伊
勢
へ
の
脱
出
に
関
す
る
当
該
地
域
の
大
庄
屋
か
ら
の
注
進

書
、
紀
州
藩
の
和
歌
山
城
下
役
人
・
勢
州
領
役
人
や
久
野
家
の
家

臣
が
発
出
し
た
触
達
類
や
書
状
、
そ
の
ほ
か
風
説
留
や
大
名
諸
侯

の
意
見
書
な
ど
を
写
し
と
る
と
と
も
に
、
自
ら
の
行
動
履
歴
を
記

録
し
た
も
の
で
あ
る
。
天
誅
組
の
変
と
い
う
有
事
に
お
い
て
善
右

衛
門
ら
御
山
方
が
勢
州
田
丸
で
ど
の
よ
う
な
軍
事
行
動
を
担
っ
た

の
か
、
紀
州
藩
の
領
内
警
備
の
一
端
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
と
い

う
点
で
、「
勢
州
田
丸
城
詰
中
記
」
は
興
味
深
い
史
料
で
あ
る
。

　
ま
ず
、「
勢
州
田
丸
城
詰
中
記
」
に
よ
り
、
田
丸
へ
と
出
張
っ
た

御
山
方
の
二
二
人
が
判
明
す
る
。
す
な
わ
ち
、「
御
山
方
」
か
ら
山

田
兵
助
、
松
島
友
蔵
の
二
人
、「
在
御
山
方
」
か
ら
は
椎
崎
吉
太
夫
、

下
津
善
右
衛
門
、
河
崎
元
五
郎
、
貴
志
良
蔵
、
園
部
善
蔵
、
田
端

柳
蔵
、
木
本
常
吉
、
磯
野
甚
右
衛
門
、
吉
村
惣
右
衛
門
、
寺
中
半
蔵
、

木
本
亀
太
郎
、
梅
本
三
郎
兵
衛
、
嘉
兵
衛
（
苗
字
欠
）、
津
田
文
吾
、

津
田
徳
之
助
、
山
田
利
左
衛
門
、
本
前
次
郎
七
、
原
見
庄
右
衛
門
、

岩
崎
甚
右
衛
門
、
土
橋
忠
蔵
院
の
二
〇
人
が
選
出
さ
れ
、
田
丸
へ

詰
め
た
の
で
あ
る
。「
在
御
山
方
」
連
中
の
詳
細
な
人
物
比
定
は
困

難
だ
が
、
こ
の
う
ち
前
三
者
の
椎
崎・下
津・川
崎
が
有
田
郡
の
「
在

御
山
方
」
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
は
那
賀
・
名
草
・
海
士
・
日
高
の

四
郡
か
ら
出
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

　
以
下
、「
勢
州
田
丸
城
詰
中
記
」
に
も
と
づ
い
て
、
善
右
衛
門
ら

御
山
方
の
軍
事
行
動
を
跡
づ
け
て
お
き
た
い
。
九
月
十
七
日
付
で

久
野
の
家
中
で
や
り
と
り
さ
れ
た
書
状
（
田
丸
城
代
久
野
造
酒
が

家
老
久
野
兵
左
衛
門
と
目
付
金
森
仁
兵
衛
へ
宛
て
た
も
の
）
に
よ

れ
ば
、
和
歌
山
の
方
で
は
「
勢
地
之
儀
者
御
不
案
内
之
儀
ニ
付
、
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君
公
格
別
之
御
支
配
被
遊
」
る
こ
と
と
な
り
、
和
歌
山
詰
の
純
固

よ
り
派
遣
さ
れ
た
「
追
手
御
人
数
」
の
「
絶
所
等
へ
差
向
」、「
御

附
属
人
数
・
西
洋
流
御
人
数
・
中
島
吉
兵
衛
殿
附
御
山
方
中
等
御

城
守
り
」（
約
一
〇
〇
人
）、「
一
組
ハ
何
れ
カ
出
張
」
と
の
方
針
が

立
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

こ
の
よ
う
に
田
丸
領
の
警
備
配
置
は
定
め
ら
れ
た
も
の
の
、
こ

の
段
階
で
そ
れ
ほ
ど
の
緊
迫
感
は
感
じ
ら
れ
な
い
。
し
か
し
同
月

二
十
五
日
、
状
況
は
一
変
す
る
。

　

一
、
勢
地
田
丸
着
已
来
、
下
宿
巴
屋
ニ
罷
居
候
処
、
九
月
廿
五

日
七
ツ
時
比
、
高
見
峠
其
辺
波
瀬
村
、
井
伊
殿
一
ト
手
、
藤

堂
殿
手
勢
、
幷
田
丸
ゟ
出
張
御
人
数
鉄
炮
打
一
手
ニ
相
成
、

合
戦
之
様
子
、
急
〻
注
進
申
来
候
、
夫
ゟ
御
城
内
大
サ（

騒
ぎ
）

ハ
ギ

ニ
付
、
御
山
方
衆
中
へ
も
同
夜
五
ツ
時
比
ゟ
御
城
内
御
玄
関

へ
相
詰
候
所
、
段
〻
浪
士
寄
来
候
由
ニ
而
、
御
家
中
共
二
百

人
余
一
ト
手
ニ
相
成
、
丹
波
守
殿
之
大
は（

旗
）た

三
本
押
立
、
大

炮
事
附
三
挺
持
参
ニ
而
、
御
城
内
ニ
ハ
大
炮
弐
拾
挺
余
も

す（
据
）へ

置
、
夫
ゟ
壱
里
半
斗
西
ノ
方
川
端（

股
）海

道
・
熊
野
道
追
分

之
辻
野
中
村
ト
申
所
江
出
陣
致
候
、
役
所
張
リ
ハ
通
行
人
〻

相
調
、
手
柄
次
第
ニ
打
取
可
申
ト
之
義
、
勿
論
鎗
ハ
ぬ（

抜
き
身
）

き
み

鉄
炮
玉
入
ニ
而
誠
ニ
す（

凄
き
）

こ
ぎ
事
、
兵
粮
方
ハ
田
丸
御
台
所
ゟ

た（
炊
）き

出
、
伯
母
ヶ
峯
通
リ
山
き（

際
）ハ

大
和
路
へ
抜
去
候
様
ト
の

注
進
ニ
付
、
十
月
二
日
同
所
引
陣
ニ
相
成
、
田
丸
へ
帰
陣
仕

候
節
ハ
野
中
詰
・
間
弓
詰
夫
〻
相
詰
候
二
番
手
不
残
申
合
一

ト
手
ニ
勢
イ
ヲ
揃
、
惣
御
人
数
八
百
人
余
之
勢
イ
ニ
而
御
道

具
持
共
、
右
御
人
数
者
甲
冑
ニ
而
陣
羽
織
ニ
而
、
加

（
蚊
）野

の
松

原
迄
御
城
ゟ
御
迎
と
し
て
大
は（

旗
）た

壱
流
・
馬
印
共
・
軍
学
者
、

陣
か（

貝
）い

・
陣
太
鼓
ニ
而
皆
〻
勇
ミ
立
、
誠
ニ
道
筋
夥
敷
見
物

人
勇
事

　

ど
う
や
ら
勢
州
領
の
波
瀬
村
で
戦
闘
が
勃
発
し
た
ら
し
い
。

二
十
四
日
の
鷲
家
口
で
の
戦
闘
で
散
り
散
り
と
な
っ
た
天
誅
組
の

残
党
が
高
見
峠
を
越
え
て
勢
州
領
へ
侵
入
し
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
。

そ
の
「
合
戦
之
様
子
」
が
報
さ
れ
た
田
丸
城
内
で
は
「
大
サ（

騒
ぎ
）

ハ
ギ
」

に
な
っ
た
と
善
右
衛
門
は
書
き
記
し
て
お
り
、
城
内
に
極
度
の
緊

張
が
走
っ
た
こ
と
を
見
て
と
れ
る
。
こ
れ
に
と
も
な
い
、
田
丸
城

玄
関
の
警
備
に
あ
た
っ
て
い
た
御
山
方
も
他
の
手
勢
と
と
も
に
「
一

ト
手
」
と
な
り
、
田
丸
城
か
ら
西
へ
向
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
川

俣
街
道
が
熊
野
街
道
か
ら
西
へ
分
岐
す
る
野
中
村
（
現
三
重
県
多

気
郡
多
気
町
）
に
陣
を
張
り
、
厳
戒
態
勢
を
敷
い
て
い
る
。
そ
の
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雰
囲
気
は
殺
気
に
満
ち
あ
ふ
れ
物
々
し
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
、
善

右
衛
門
は
「
誠
ニ
す（

凄
き
）

こ
ぎ
事
」
と
の
感
想
を
も
ら
し
て
い
る
。

　

な
お
こ
の
際
、
野
中
詰
と
別
の
も
う
一
手
が
田
丸
城
の
南
西
に

位
置
す
る
間
弓
村
（
現
三
重
県
度
会
郡
大
紀
町
）
ま
で
派
遣
さ
れ

て
い
る
。
い
ず
れ
も
天
誅
組
の
残
党
と
鉢
合
わ
せ
な
か
っ
た
た
め
、

戦
闘
行
為
に
は
至
ら
ず
、「
申
合
一
ト
手
ニ
勢
イ
ヲ
揃
」
え
て
田
丸

へ
帰
陣
す
る
。
都
合
八
〇
〇
人
余
り
と
な
っ
た
軍
勢
は
、
田
丸
城

か
ら
す
ぐ
西
側
の
蚊
野
地
区
の
松
原
で
出
迎
え
ら
れ
た
。
こ
れ
を

善
右
衛
門
は
意
気
揚
々
と
勇
ま
し
が
っ
て
い
る
の
が
わ
か
る
。

　

し
か
し
、
天
誅
組
が
壊
滅
し
た
か
ら
と
い
っ
て
す
ぐ
に
軍
務
か

ら
解
放
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
十
月
十
三
日
か
ら
は
一
週
間
以

上
か
け
て
伊
勢
・
志
摩
の
海
岸
見
分
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
前
節

中
「
御
山
方
御
用
出
勤
日
記
幷
御
用
留
」
か
ら
引
用
し
た
部
分
で
、

慥
柄
浦
見
分
に
つ
い
て
特
記
さ
れ
て
い
た
が
、「
勢
州
田
丸
城
詰
中

記
」
に
は
善
右
衛
門
ら
御
山
方
の
連
中
が
鳥
羽
浦
・
慥
柄
浦
・
田

曽
浦
・
礫
浦
・
相
賀
浦
で
台
場
や
遠
見
番
所
を
見
分
す
る
と
と
も
に
、

各
地
の
名
所
を
観
覧
し
て
い
た
こ
と
が
詳
細
に
記
さ
れ
て
い
る
。

善
右
衛
門
ら
御
山
方
の
連
中
は
、「
浪
士
義
」
を
起
因
と
す
る
軍
事

的
緊
張
か
ら
解
き
放
た
れ
た
あ
と
、
軍
事
施
設
の
見
分
に
あ
た
る

か
た
わ
ら
、
物
見
遊
山
す
る
余
裕
も
出
て
き
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
「
勢
州
田
丸
城
詰
中
記
」
に
は
、
こ
の
見
分
後
の
善
右
衛
門
の
動

向
を
示
す
記
述
は
見
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
勢
州
奉
行
小
林
文
八

が
十
月
二
十
九
日
付
で
田
丸
代
官
片
岡
又
右
衛
門
へ
宛
て
「
中
嶋

吉
兵
衛
初
其
表
ニ
相
詰
有
之
御
人
数
も
揚
取
」
る
こ
と
に
な
っ
た

と
い
う
、
和
歌
山
の
用
人
か
ら
の
通
達
を
伝
え
て
い
る
こ
と
か
ら（

（1
（

、

中
島
の
も
と
で
田
丸
詰
に
あ
た
っ
た
善
右
衛
門
ら
御
山
方
の
連
中

は
十
一
月
に
は
和
歌
山
へ
戻
る
こ
と
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
翌
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
四
月
、
善
右
衛
門
が
「
在
御
山
方
」

の
常
役
並
（
常
一
人
扶
持
）
を
仰
せ
付
け
ら
れ
た
こ
と
は
前
述
し

た
が
、
こ
れ
は
天
誅
組
に
際
し
て
の
田
丸
詰
に
対
す
る
褒
賞
と
い

う
意
味
が
大
き
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
　
第
三
節　
禁
門
の
変
前
後

　

文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
の
二
ヶ
月
余
り
に
渡
る
田
丸
詰
を
無

事
つ
と
め
あ
げ
有
田
に
戻
っ
た
善
右
衛
門
に
は
、
平
穏
な
日
常
が

戻
っ
た
か
に
思
え
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
時
代
は
風
雲
急
を
告
げ
、

大
き
く
か
つ
急
激
に
展
開
し
て
い
く
の
で
あ
り
、
そ
の
影
響
は
当

然
の
こ
と
な
が
ら
善
右
衛
門
の
身
に
も
お
よ
ぶ
の
で
あ
る
。
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一
、
山
田
八
九
郎
殿
ゟ
申
来
り
候

別
紙
之
通
西
川
又
太
郎
江
申
渡
ニ
付
、
所
〻
御
備
且
非
常

守
等
ニ
而
、
御
先
手
物
頭
差
支
候
節
者
、
御
役
助
相
勤
可

申
事

　
勤
方
之
儀
者
御
先
手
物
頭
可
承
合
事

中
嶋
吉
兵
衛
代
り
勢
州
慥
柄
組
之
内
丹
後
守
殿
御
手
勢
御

固
ニ
付
、
御
加
勢
御
相
備
ニ
相
成
候
事

　
　
子
五
月
廿
九
日

　

こ
れ
は
「
御
山
方
」
肝
煎
の
山
田
八
九
郎
か
ら
「
在
御
山
方
」

に
対
す
る
達
で
、「
御
山
方
御
用
出
勤
日
記
幷
御
用
留
」（
№
２
）

に
収
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
日
付
は
明
示
さ
れ
て
い
な
い

が
、
後
段
の
西
川
又
太
郎
へ
宛
て
ら
れ
た
達
の
日
付
か
ら
、
元
治

元
年
（
一
八
六
四
）
五
月
二
十
九
日
か
ら
そ
う
遠
く
な
い
時
期
、

具
体
的
に
は
五
月
末
か
ら
六
月
初
め
に
発
出
さ
れ
た
も
の
と
考
え

て
よ
か
ろ
う
。

　

中
島
吉
兵
衛
に
か
わ
っ
て
お
な
じ
く
先
手
物
頭
の
西
川
又
太
郎

が
、
勢
州
田
丸
領
の
う
ち
慥
柄
組
を
警
備
す
る
久
野
家
の
「
御
加

勢
御
相
備
」
を
命
ぜ
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
御
山
方
は
西
川
の
も

と
で
「
所
〻
御
備
且
非
常
守
等
」
の
「
御
役
助
相
勤
」
め
る
こ
と

と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
田
丸
へ
の
再
出
張
り
が
決
定
さ
れ
た
の
は
、
お
そ
ら
く
は

長
州
藩
や
そ
れ
に
近
い
浪
士
ら
、
昨
年
の
八
月
十
八
日
政
変
に
よ

る
「
失
地
回
復
」
を
ね
ら
う
勢
力
が
上
方
で
不
穏
な
動
き
を
見
せ

は
じ
め
た
こ
と
に
起
因
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
う
し
て
元
治
元
年
六
月
、
先
手
物
頭
西
川
又
太
郎
差
配
の
も

と
、
御
山
方
と
し
て
再
び
勢
州
田
丸
へ
詰
め
る
こ
と
に
な
っ
た
善

右
衛
門
が
書
き
留
め
た
の
が
「
勢
州
田
丸
詰
御
用
留
」（
資
料
番
号

二
八
）
で
あ
る
。
そ
の
性
格
は
「
勢
州
田
丸
城
詰
中
記
」
と
基
本

的
に
同
様
で
、「
久
野
丹
波
守
殿
御
附
属
御
加
勢
イ
」
と
し
て
自
ら

と
っ
た
軍
事
行
動
の
履
歴
に
加
え
、
そ
の
地
で
収
集
し
た
勢
州
領

の
在
地
か
ら
の
注
進
書
や
紀
州
藩
の
役
人
間
の
往
来
文
書
の
ほ
か
、

京
都
や
江
戸
で
出
さ
れ
た
触
達
類
、
風
説
留
、
書
状
、
意
見
書
な

ど
が
写
し
と
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

以
下
、
こ
の
「
勢
州
田
丸
詰
御
用
留
」
に
も
と
づ
き
、
善
右
衛

門
ら
御
山
方
の
田
丸
再
詰
の
経
過
を
具
体
的
に
た
ど
っ
て
み
よ
う
。

前
回
と
同
様
、
今
回
の
田
丸
詰
も
、「
御
山
方
」
か
ら
二
人
、「
在

御
山
方
」
か
ら
は
二
〇
人
が
選
ば
れ
て
お
り
、
和
歌
山
か
ら
総
勢
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二
〇
〇
人
ほ
ど
が
派
遣
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

　

し
か
し
、
そ
の
準
備
に
入
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
六
月
半
ば
、
新

た
な
情
報
が
和
歌
山
に
届
い
た
。
水
戸
藩
出
身
の
浪
士
が
伊
勢
神

宮
へ
「
攘
夷
祈
願
」
す
る
た
め
に
宇
治
山
田
に
参
集
し
て
い
る
と

い
う
の
で
あ
る
。

　
こ
の
事
件
に
関
し
て
は
、
京
都
所
司
代
（
桑
名
藩
主
松
平
定
敬
）

が
七
月
一
日
、
尾
張
藩
お
よ
び
伊
勢
の
津・鳥
羽
両
藩
へ
対
し
、「
水

戸
殿
藩
中
」の「
浮
浪
」が「
攘
夷
祈
願
」の
た
め「
神
宮
参
詣
申
立
」

て
宇
治
山
田
に
「
屯
集
」
し
て
い
る
の
で
、「
厳
重
ニ
取
締
」
る
よ

う
達
し
た
こ
と
、
お
よ
び
結
果
的
に
は
戦
闘
行
為
に
は
至
る
こ
と

な
く
水
戸
の
浪
士
は
「
退
散
」
し
た
こ
と
く
ら
い
し
か
史
料
上
確

認
で
き
て
い
な
か
っ
た（

（1
（

。

　
し
か
し
、「
勢
州
田
丸
詰
御
用
留
」
に
は
こ
の
事
件
の
詳
細
が
書

き
記
さ
れ
て
い
る
。
以
下
、
事
件
の
あ
ら
ま
し
を
踏
ま
え
、
田
丸

再
詰
の
経
過
を
確
認
し
て
お
こ
う
。

　

こ
の
事
件
の
報
が
勢
州
奉
行
よ
り
届
け
ら
れ
た
紀
州
藩
で
は
、

勢
州
田
丸
へ
の
追
加
の
「
押
出
」「
繰
出
」「
詰
掛
」
を
決
定
、
先

決
し
て
い
た
部
隊
を
さ
ら
に
増
強
し
、
六
月
十
九
日
に
総
勢

四
二
〇
人
ほ
ど
が
和
歌
山
を
出
立
し
た
。
こ
れ
は
上
記
の
京
都
所

司
代
系
統
の
動
き
と
は
連
動
し
て
お
ら
ず
、
紀
州
藩
独
自
の
判
断

に
よ
る
も
の
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
際
に
和
歌
山
か
ら
派
遣
さ
れ
た
田
丸
詰
の
構
成
は
以
下
の

と
お
り
で
あ
る
（
肩
書
は
出
立
時
の
も
の
で
、
記
載
順
と
と
も
に

原
文
の
ま
ま
）。

物
頭
衆
西
川
又
太
郎
、
御
目
方
田
代
楠
太
夫

御
使
番
三
刀
尾
平
七
郎

御
鉄
炮
方
頭
取
山
田
八
九
郎
・
同
頭
取
助
八
人

御
山
方
二
人
・
在
御
山
方
二
〇
人

西
洋
方
飯
室
松
彦
・
門
弟
八
人

惣
軍
師
佐
津
川
源
九
郎
、
御
徒
目
付
川
崎
善
右
衛
門

御
作
事
頭
取
一
人
・
常
普
請
方
二
人
・
大
工
五
人

御
医
師
壱
岐
養
斎
・
壱
岐
藤
助
・
三
田
村
玄
斎

御
代
官
助
前
田
九
左
衛
門
・
在
方
二
人
・
手
代
二
人

在
夫
三
〇
〇
人

鎗
術
者
外
山
五
太
夫
・
門
弟
一
〇
人

釼
術
方
立
花
蔵
之
助
・
門
弟
五
〇
人

　

な
か
な
か
大
層
な
陣
容
だ
が
、
こ
れ
は
勢
州
奉
行
か
ら
の
報
告

に
、
浪
士
た
ち
が
「
攘
夷
祈
願
」
の
た
め
「
百
日
之
間
心
願
有
之
」
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「
日
参
可
致
」
と
強
硬
で
「
毎
日
〳
〵
往
来
し
乱
妨
い
た
し
候
」
と

記
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、
緊
迫
し
た
状
況
が
強
調
さ
れ
て
い
た
か

ら
で
あ
ろ
う
。

　
田
丸
に
着
い
た
善
右
衛
門
ら
は
水
戸
浪
士
の
動
静
を
探
索
、「
浪

士
共
人
数
三
十
人
程
、
殊
ニ
大
力
之
者
有
之
」
こ
と
を
確
認
し
て

い
る
。
そ
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、「
浪
士
大
将
」
の
大
谷
龍
之
進
以

下
、「
三
十
人
力
者
」
石
山
鉄
蔵
、
柴
田
玄
太
郎
、
加
藤
惣
三
郎
、

関
冬
次
郎
、
古
川
寅
十
、
井
藤
留
次
郎
、
関
泉
之
助
、
三
月
善
四
郎
、

高
木
邦
之
助
、山
本
忠
蔵
、「
鎗
術
方
」
村
山
邦
之
丞
、木
村
孫
三
郎
、

森
島
孫
次
郎
、
竹
田
千
太
郎
、
増
谷
熊
次
郎
、
中
島
正
作
、
河
辺

延
之
助
な
ど
の
名
前
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
出
で
立
ち
は
「
何

れ
も
三
尺
八
寸
」
で
「
長
ガ
刀
」
を
持
し
、「
大
幟
小
幟
六
本
」
を

押
し
立
て
て
い
た
と
い
う
。

　

そ
の
う
え
で
交
渉
が
始
ま
っ
た
。
伊
勢
神
宮
の
役
人
と
と
も
に

水
戸
浪
士
へ
掛
け
合
っ
た
と
こ
ろ
、
か
れ
ら
は
「
我
等
水
戸
藩
士

ニ
而
此
度
依
君
命
攘
夷
祈
願
、
尤
幟
之
図
之
如
ク
、
且
ハ
天
子
勅

定
相
受
候
様
無
相
違
」
と
述
べ
た
う
え
で
（
幟
に
つ
い
て
は
【
図
】

参
照
）、
こ
の
旨
は
江
戸
幕
府
の
山
田
奉
行
よ
り
「
聞
届
」
け
ら
れ

た
と
主
張
。
し
か
し
田
丸
詰
の
紀
州
藩
側
は
「
長
〻
之
滞
留
ハ
不

相
成
」
と
「
押
而
申
聞
」
か
せ
た
た
め
、水
戸
浪
士
も
譲
歩
、「
三
十
五

日
之
間
御
免
被
下
候
様
」
と
懇
願
し
て
き
た
こ
と
も
あ
り
、
伊
勢

神
宮
側
も
こ
れ
を
受
け
入
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
。

　
「
日
〻
旅
宿
ニ
而
勇
猛
之
振
舞
致
し
、
油
断
不
相
成
心
痛
致
居
」

と
善
右
衛
門
が
書
き
記
し
て
い
る
よ
う
に
、
田
丸
詰
サ
イ
ド
で
は

水
戸
浪
士
の
行
動
に
困
惑
し
て
い
た
よ
う
だ
が
、「
程
な
く
日
数
相

立
心
願
相
済
ニ
も
相
成
」
と
し
て
、
水
戸
浪
士
は
七
月
十
六
日
京

都
に
向
け
伊
勢
を
出
立
。
こ
う
し
て
事
な
き
を
得
た
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
直
後
の
同
月
十
九
日
に
京
都
で
禁
門
の

変
が
勃
発
。
善
右
衛
門
ら
御
山
方
が
元
来
、
勢
州
田
丸
へ
再
び
出

張
る
に
い
た
っ
た
想
定
通
り
の
展
開
と
な
っ
た
わ
け
で
、
軍
事
的

緊
張
が
長
引
く
な
か
で
の
軍
務
遂
行
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。

　

文
久
三
年
八
月
十
八
日
の
政
変
以
後
、
京
都
で
政
治
的
な
地
位

を
低
下
さ
せ
た
長
州
藩
は
勢
力
回
復
の
た
め
、
翌
元
治
元
年
に
入

【図】伊勢参宮水戸浪士
　　  の掲げた幟旗
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り
、
藩
主
父
子
の
雪
冤
、
尊
攘
激
派
七
卿
の
赦
免
を
歎
願
し
た
が
、

却
下
さ
れ
た
。
さ
ら
に
六
月
に
は
、
池
田
屋
事
件
で
長
州
藩
士
を

含
む
尊
攘
激
派
の
仲
間
が
殺
害
さ
れ
た
た
め
、
福
原
越
後
・
国

司
信
濃
・
益
田
右
衛
門
介
の
三
家
老
が
兵
を
率
い
て
上
京
。
七
月

十
九
日
に
会
津
・
薩
摩
両
藩
を
中
心
と
す
る
幕
府
・
諸
藩
連
合
軍

と
京
都
御
所
の
蛤
御
門
付
近
で
戦
っ
て
敗
北
。
こ
の
禁
門
の
変
に

よ
り
長
州
藩
は
「
朝
敵
」
と
さ
れ
、
こ
れ
以
降
長
州
処
分
（「
長
州

征
伐
」）
が
中
央
政
局
の
主
題
の
一
つ
と
な
る
。

　
「
勢
州
田
丸
詰
御
用
留
」
を
見
る
か
ぎ
り
、
田
丸
に
詰
め
て
い
た

善
右
衛
門
が
禁
門
の
変
を
知
っ
た
の
は
七
月
二
十
五
日
か
と
思
わ

れ
る
。
和
歌
山
城
下
の
勘
定
奉
行
か
ら
勢
州
奉
行
に
事
件
の
報
が

伝
達
さ
れ
る
と
、
そ
の
日
に
う
ち
に
田
丸
代
官
へ
も
知
ら
さ
れ
た

か
ら
で
あ
る
。
そ
の
う
え
、勢
州
奉
行
の
九
鬼
四
郎
兵
衛
か
ら
松
坂・

田
丸
の
両
代
官
に
宛
て
て
次
の
よ
う
に
達
さ
れ
た
。

此
度
入
京
之
長
州
勢
イ
及
敗
軍
候
ハ
ヽ
十
津
川
乱
入
之
程
も

難
斗
趣
ニ
付
、
不
取
敢
公
事
方
諸
役
人
等
橋
本
江
為
相
詰
候

と
の
品
、御
勘
定
奉
行
中
よ
り
申
来
候
、依
之
為
心
得
差
進
候
、

以
上

　

紀
州
藩
で
は
長
州
藩
の
「
十
津
川
乱
入
」
を
危
惧
し
て
お
り
、

十
津
川
と
隣
接
す
る
藩
領
の
警
備
強
化
を
は
か
っ
て
い
た
こ
と
が

わ
か
る
。
実
際
、
田
丸
詰
の
増
派
が
和
歌
山
で
決
定
、
二
〇
〇
人

余
り
が
追
加
で
派
遣
さ
れ
て
お
り
、
勢
州
領
に
お
い
て
と
く
に
大

和
と
の
国
境
の
警
備
が
厳
重
に
固
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
禁
門
の
変
に
と
も
な
う
具
体
的
な
警
備
配
置
に
つ
い
て
は

不
明
だ
が
、
今
回
の
田
丸
詰
の
陣
容
を
見
れ
ば
、
善
右
衛
門
ら
御

山
方
の
よ
う
に
田
丸
詰
の
経
験
を
す
で
に
有
し
て
い
る
集
団
は
そ

れ
ほ
ど
多
く
は
な
い
。
田
丸
詰
と
い
う
軍
務
を
中
核
的
に
担
う
存

在
と
な
っ
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
か
ろ
う
。

　

結
局
、
禁
門
の
変
に
と
も
な
う
軍
事
的
な
影
響
は
勢
州
領
に
お

よ
ぶ
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
そ
の
後
は
さ
ら
に
水
戸
天
狗
党
の
西

上
に
備
え
、
善
右
衛
門
ら
御
山
方
は
田
丸
に
詰
め
続
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
か
っ
た
。

　

水
戸
藩
で
は
こ
の
年
の
三
月
、
藩
内
の
政
争
が
激
化
し
、
藤
田

小
四
郎
ら
尊
王
攘
夷
激
派
（
天
狗
党
）
が
筑
波
山
で
挙
兵
。
天
狗

党
は
幕
府
よ
り
討
伐
の
命
令
を
受
け
た
諸
藩
の
連
合
軍
に
敗
北
、

水
戸
を
脱
出
し
て
上
京
し
よ
う
と
す
る
。
水
戸
徳
川
家
出
身
で
当

時
将
軍
後
見
職
・
禁
裏
守
衛
総
督
だ
っ
た
一
橋
慶
喜
を
通
じ
朝
廷

へ
尊
王
攘
夷
の
志
を
訴
え
る
こ
と
に
決
定
、
十
月
よ
り
西
上
を
開
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お
わ
り
に

　

鉄
砲
の
あ
つ
か
い
が
「
達
者
」
だ
っ
た
善
右
衛
門
は
、
父
善
次

の
跡
を
つ
ぎ
、
百
姓
身
分
と
し
て
年
貢
負
担
を
荷
い
な
が
ら
、
御

山
方
と
い
う
紀
州
藩
の
役
儀
を
つ
と
め
て
お
り
、
典
型
的
な
身
分

的
中
間
層
と
い
え
よ
う（

（1
（

。
天
下
泰
平
の
時
代
が
続
い
て
い
た
な
ら

ば
、
善
右
衛
門
も
善
次
と
同
様
、
居
村
の
あ
る
有
田
を
中
心
に
御

山
方
の
役
儀
を
遂
行
し
て
人
生
を
終
え
て
い
た
こ
と
だ
ろ
う
。

　

し
か
し
時
代
が
そ
う
し
た
安
穏
を
許
さ
な
か
っ
た
。
文
久
三
年

（
一
八
六
三
）
の
天
誅
組
の
変
以
降
、
善
右
衛
門
は
幕
末
の
政
治
的

動
乱
に
巻
き
込
ま
れ
、
御
山
方
と
し
て
軍
事
行
動
に
動
員
さ
れ
て

い
っ
た
。
い
く
ら
鉄
砲
に
「
達
者
」
と
は
い
え
、
一
介
の
百
姓
が

軍
事
行
動
に
参
加
す
る
こ
と
に
対
し
て
は
、
相
当
な
心
理
的
障
壁

が
あ
っ
た
は
ず
だ
。

　

紀
州
藩
士
と
し
て
幕
末
維
新
の
動
乱
を
駆
け
抜
け
、
明
治
二
〇

年
代
か
ら
三
〇
年
代
に
か
け
て
藩
史
『
南
紀
徳
川
史
』
や
旧
藩
主

徳
川
茂
承
の
詳
伝『
晦
結
溢
言
』を
ま
と
め
あ
げ
た
堀
内
信
で
す
ら
、

天
誅
組
の
変
に
関
し
「
大
坂
・
島
原
の
役
以
来
二
百
数
十
年
間
干

始
し
た
の
で
あ
る
。

　

勢
州
領
で
も
天
狗
党
の
侵
入
に
備
え
「
浮
浪
之
徒
取
締
方
」
を

厳
重
に
お
こ
な
う
こ
と
と
し
、
田
丸
詰
の
善
右
衛
門
ら
御
山
方
も

そ
の
方
針
の
も
と
で
警
備
の
任
を
担
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
天
狗

党
の
一
統
は
中
山
道
か
ら
北
陸
へ
向
か
い
、
越
前
・
加
賀
両
藩
へ

投
降
し
た
た
め
、
今
回
も
ま
た
直
接
的
な
軍
事
行
動
を
遂
行
す
る

に
は
い
た
ら
な
か
っ
た
。
こ
う
し
て
善
右
衛
門
ら
御
山
方
の
連
中

は
、
水
戸
天
狗
党
の
西
上
一
件
が
落
着
し
た
十
二
月
、
任
を
終
え

て
和
歌
山
へ
向
け
田
丸
を
出
立
し
た
の
で
あ
る
。

　

天
誅
組
の
変
に
つ
い
で
紀
州
藩
の
関
与
す
る
軍
事
行
動
と
し
て

従
来
と
り
あ
げ
ら
れ
て
き
た
の
は
、禁
門
の
変
以
降
の
「
長
州
征
討
」

を
め
ぐ
っ
て
で
あ
る（

（1
（

。
し
か
し
、
本
節
で
分
析
し
た
よ
う
に
、
善

右
衛
門
の
書
き
留
め
た
「
勢
州
田
丸
詰
御
用
留
」
か
ら
、
紀
州
藩

が
禁
門
の
変
の
前
後
の
不
穏
な
情
勢
に
応
じ
た
軍
事
行
動
（
領
内

警
備
や
浪
士
取
締
）
を
主
体
的
に
と
っ
て
お
り
、
そ
の
一
翼
を
百

姓
身
分
の
善
右
衛
門
ら
「
在
御
山
方
」
が
担
っ
て
い
た
の
は
明
ら

か
で
あ
る
。
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戈
動
か
す
、
合
戦
と
い
ふ
者
絵
草
紙
よ
り
見
し
者
な
き
世
の
中
に

旗
皷
を
張
り
甲
冑
を
装
ひ
、
戦
争
と
は
云
へ
其
実
児
戯
に
類
せ
し

も
、
当
時
之
騒
動
大
方
な
ら
す
上
下
唯
忌
懼
驚
怖
之
間
に
曠
日
弥

久
、
種
々
の
珍
談
亦
尠
か
ら
す
、
畢
竟
賊
の
自
潰
を
幸
と
し
た
る

如
し
」
と
回
顧
し
て
い
る
ほ
ど
で
あ
る（

（1
（

。
父
の
代
か
ら
武
家
社
会

の
末
端
に
あ
っ
た
と
は
い
え
、
基
本
は
在
地
の
百
姓
身
分
で
あ
っ

た
善
右
衛
門
の
衝
撃
は
想
像
す
る
に
絶
す
る
も
の
だ
っ
た
の
で
は

な
い
か
。

　

し
か
し
、
そ
ん
な
こ
と
を
歯
牙
に
も
か
け
ず
、
紀
州
藩
は
御
山

方
に
対
し
田
丸
詰
と
い
う
新
た
な
御
用
を
課
し
た
。
善
右
衛
門
ら

百
姓
身
分
の
「
在
御
山
方
」
や
城
下
に
い
る
士
分
の
「
御
山
方
」
が
、

鉄
砲
と
い
う
武
器
を
日
常
的
に
と
り
あ
つ
か
う
役
儀
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
鉄
砲
を
あ
つ
か
う
専
門
集
団
と
し
て
そ
の
戦
力
を
期
待
さ

れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
じ
つ
は
こ
の
よ
う
な
「
転
用
」
は
ほ
か
に
も
事
例
が
見
ら
れ
る
。

例
え
ば
、
鷹
場
の
管
理
を
職
掌
と
す
る
鳥
見
の
在
地
役
で
あ
る
在

鳥
見
（
見
習
）
は
、
天
誅
組
の
変
に
際
し
「
御
軍
事
方
よ
り
奉
蒙

拝
命
」
っ
て
以
降
、「
御
国
在
〻
近
国
江
探
索
、
昼
夜
打
廻
り
等
精

〻
相
勤
」
め
て
い
た
の
で
あ
る（

（1
（

。

　
紀
州
藩
に
よ
る
百
姓
・
町
人
の
軍
事
徴
発
に
つ
い
て
は
、「
長
州

征
討
」、
と
り
わ
け
幕
長
が
開
戦
し
た
慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
が

よ
く
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
が
、
あ
る
種
の
軍
事
的
専
門
性
を

有
し
た
百
姓
身
分
か
ら
成
る
「
在
御
山
方
」（
や
在
鳥
見
）
の
よ
う

な
集
団
が
い
ち
早
く
動
員
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
留
意
さ
れ
る
べ
き

問
題
と
考
え
る
。

　

も
う
一
つ
着
目
す
べ
き
は
、
善
右
衛
門
が
軍
事
行
動
へ
の
躊
躇

や
た
め
ら
い
、
恐
怖
を
当
初
こ
そ
感
じ
な
が
ら
も
、
田
丸
詰
と
い

う
体
験
を
通
じ
て
政
治
意
識
を
拡
大
さ
せ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
点
、最
後
に
「
勢
州
田
丸
城
詰
中
記
」
と
「
勢

州
田
丸
詰
御
用
留
」
を
素
材
に
考
察
し
て
お
き
た
い
。

　

す
な
わ
ち
、
文
久
三
年
に
書
き
留
め
ら
れ
た
前
者
は
、
基
本
的

に
田
丸
詰
に
関
連
す
る
も
の
が
中
心
だ
が
、
末
尾
に
な
る
と
若
干

な
が
ら
風
説
留
や
大
名
諸
侯
の
意
見
書
な
ど
も
散
見
さ
れ
る
よ
う

に
な
る
。
他
方
、
翌
年
に
記
録
さ
れ
た
後
者
に
は
、
田
丸
詰
に
関

す
る
自
分
の
役
儀
に
関
す
る
内
容
以
外
の
も
の
も
収
め
ら
れ
て
い

る
。
と
く
に
巻
末
に
な
る
に
つ
れ
て
、
外
国
貿
易
や
海
軍
、
あ
る

い
は
遊
学
・
西
洋
学
に
関
す
る
幕
府
・
紀
州
藩
の
触
達
類
や
風
説

な
ど
が
多
数
書
き
留
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
善
右
衛
門
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の
視
野
が
日
本
全
国
、
ひ
い
て
は
外
国
に
ま
で
開
か
れ
、
広
が
っ

て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　

し
か
も
、
田
丸
詰
で
得
た
自
分
の
見
聞
を
善
右
衛
門
は
故
郷
に

還
元
す
る
。
身
近
な
範
囲
で
は
あ
ろ
う
が
、「
勢
州
田
丸
城
詰
中
記
」

と
「
勢
州
田
丸
詰
御
用
留
」
を
回
覧
に
提
供
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
「
勢
州
田
丸
御
城
詰
中
記
」
の
丁
末
に
「
此
本
、
何
方
様

ゑ
行
候
て
も
、
御
ら（

覧
）ん

の
う
ゑ
者
御
か（

返
）え

し
被
成
候
」
と
記
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。

　

風
説
留
に
よ
る
民
衆
の
政
治
意
識
の
高
ま
り
に
つ
い
て
は
す
で

に
研
究
が
蓄
積
さ
れ
て
き
た
が（

（1
（

、
善
右
衛
門
の
田
丸
詰
は
そ
の
典

型
的
な
事
例
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

す
な
わ
ち
、
百
姓
身
分
の
善
右
衛
門
は
、
み
ず
か
ら
望
ん
だ
形
で

は
な
い
に
せ
よ
、
役
儀
を
通
じ
中
央
政
局
の
政
治
的
事
件
に
か
ら

む
軍
事
行
動
の
一
端
を
担
っ
て
い
く
な
か
で
、
自
分
の
役
儀
の
み

で
囲
繞
さ
れ
て
い
た
無
意
識
の
世
界
観
を
自
覚
化
さ
せ
、
従
来
の

認
識
枠
組
を
相
対
化
し
て
い
く
こ
と
で
政
治
意
識
を
高
め
て
い
っ

た
と
評
価
で
き
よ
う
。
善
右
衛
門
の
よ
う
な
歴
史
的
経
験
が
全
国

無
数
に
蓄
積
さ
れ
る
こ
と
で
、
次
な
る
ス
テ
ー
ジ
の
時
代
的
要
請

（
自
由
民
権
運
動
や
近
代
化
な
ど
）
に
こ
た
え
う
る
国
民
的
基
盤
の

素
地
と
な
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。

注（
１
）
仁
井
田
好
古
ほ
か
編
『
紀
伊
続
風
土
記
』
第
二
輯
（
歴
史
図
書
社
、

一
九
七
〇
年
覆
刻
）、
三
五
〇
頁
。

（
２
）
有
田
市
郷
土
資
料
館
寄
託
下
津
家
文
書
「
地
価
名
寄
扣
帳
」（
資
料
番

号
三
一
）。

（
３
）
堀
内
信
編
『
南
紀
徳
川
史
』
第
九
冊
（
清
文
堂
、一
九
九
〇
年
復
刻
）、

一
九
～
二
〇
頁
。

（
４
）
こ
こ
に
い
う
山
田
八
九
郎
は
寛
政
期
（
一
七
八
九
～
一
八
〇
一
）
よ

り
御
山
方
御
用
を
つ
と
め
て
い
る
（
本
館
所
蔵
「
紀
州
家
中
系
譜
並
に
親

類
書
書
上
げ
」
一
四
七
〇
六
）。

（
５
）
渡
辺
幾
治
郎
・
樋
口
功
編
『
和
歌
山
県
誌
』
上
巻
（
和
歌
山
県
、

一
九
一
四
年
）、
四
六
一
頁
な
ど
。

（
６
）
和
歌
山
県
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
和
歌
山
県
史
』
近
世
史
料
一
（
和

歌
山
県
、
一
九
七
七
年
）、
四
三
六
～
五
六
〇
頁
。

（
７
）「
紀
州
家
中
系
譜
並
に
親
類
書
書
上
げ
」
八
二
一・
二
三・
三
六
、

一
六
六
四・
六
九・
七
一・
七
三
、二
一
一
九
、八
二
〇
五
、一
四
〇

〇
九
～
一
〇・
一
二
、一
二
六
五
〇・
七
二・
八
〇・
八
三・
八
五
～

八
七
、一
四
一
八
一
～
八
六
、一
四
七
〇
五
～
六
、一
四
七
五
七
な
ど
。

（
８
）『
南
紀
徳
川
史
』第
三
冊
、五
七
一
頁
、第
一
二
冊
、六
四
九
～
六
五
〇
頁
。

（
９
）『
南
紀
徳
川
史
』
第
三
冊
、
五
一
九
～
五
八
七
頁
、
第
一
二
冊
、

六
三
九
～
六
六
五
頁
な
ど
。

（
10
）
和
歌
山
県
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
和
歌
山
県
史
』
近
世
（
和
歌
山
県
、

一
九
九
〇
年
）、
八
七
七
～
八
八
一
頁
、
小
田
康
徳
「
維
新
期
高
野
山
領

の
諸
問
題
」（『
近
代
和
歌
山
の
歴
史
的
研
究
』
清
文
堂
、
一
九
九
九
年
）

な
ど
。

（
11
）
元
山
神
組
大
庄
屋
中
村
大
蔵
家
所
蔵
文
書
「
和
州
騒
動
一
件
留
」

（
三
重
県
玉
城
町
史
編
纂
委
員
会
編
『
玉
城
町
史
』
第
八
巻
、
玉
城
町
、
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二
〇
一
三
年
、
七
〇
頁
）。

（
12
）
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
「
大
日
本
維
新
史
料
稿
本
」
元
治
元
年

七
月
朔
日
条
。

（
13
）『
和
歌
山
県
史
』
近
世
、
八
八
二
～
八
八
五
頁
、
古
田
耕
次
「
長
州
征

伐
に
お
け
る
紀
州
藩
農
民
の
動
向
」（『
歴
史
評
論
』
九
八
号
、
一
九
五
八

年
）
な
ど
。

（
14
）
朝
尾
直
弘
「
近
世
の
身
分
と
そ
の
変
容
」（
同
編
『
日
本
の
近
世
七　

身
分
と
格
式
』
中
央
公
論
社
、
一
九
九
二
年
）・「
十
八
世
紀
の
社
会
変
動

と
身
分
的
中
間
層
」（
辻
達
也
編
『
日
本
の
近
世
一
〇　
近
代
へ
の
胎
動
』

中
央
公
論
社
、一
九
九
三
年
）、藪
田
貫
「「
兵
」
と
「
農
」
の
あ
い
だ
」（『
歴

史
評
論
』
五
九
三
号
、
一
九
九
九
年
）
な
ど
。

（
15
）『
南
紀
徳
川
史
』
第
一
二
冊
、
六
四
〇
頁
。

（
16
）
海
士
郡
木
ノ
本
村
高
橋
源
一
郎
「
奉
御
請
口
上
」（
慶
応
四
年
七
月
、

本
館
所
蔵
「
高
橋
家
文
書
」
三
六
六
五
）。

（
17
）
宮
地
正
人
「
風
説
留
か
ら
見
た
幕
末
社
会
の
特
質
」・「
幕
末
政
治
過

程
に
お
け
る
豪
農
商
と
在
村
知
識
人
」（『
幕
末
維
新
期
の
社
会
的
政
治
史

研
究
』
岩
波
書
店
、一
九
九
九
年
、い
ず
れ
も
初
出
一
九
九
三
年
）
な
ど
。

【
附
記
】　
本
館
は
令
和
二
年
度
、
有
田
市
郷
土
資
料
館
と
の
共
催
事
業
と
し

て
古
文
書
講
座
を
開
催
し
た
。
本
稿
は
そ
の
う
ち
、
令
和
三
年
三
月
十
四

日
に
「
下
津
善
右
衛
門
（
宮
原
）
の
幕
末
―
紀
州
藩
家
老
久
野
氏
・
伊
勢

田
丸
詰
の
体
験
―
」
と
題
し
て
お
こ
な
っ
た
第
二
回
講
座
で
得
た
研
究
成

果
で
あ
る
。
末
尾
な
が
ら
、
お
世
話
に
な
っ
た
関
係
各
位
に
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
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